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（５）　第65号 令和５年７月６日小松同窓会会報

高
校
71
回
生
同
窓
会

私
た
ち
小
松
高
校
第
71
回
卒
業
生
の
同
窓

会
は
、今
年
の
1
月
7
日
に
ホ
テ
ル
ビ
ナ
リ
オ

に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。本
同
窓
会
の
出
席
者
数

は
先
生
方
を
含
め
1
7
0
名
以
上
も
の
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
り
、目
を
見
張
る
も
の
と
な
り
ま

し
た
。こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
同
窓
会
を
、大

き
な
ト
ラ
ブ
ル
が
な
く
無
事
終
え
る
こ
と
が

出
来
、安
堵
し
て
い
る
と
と
も
に
、同
窓
会
の

幹
事
の
方
々
や
ホ
テ
ル
の
職
員
の
方
々
、そ
し

て
裏
方
で
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
た
小
松
同
窓

会
事
務
局
の
川
崎
様
に
大
変
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。

こ
れ
だ
け
多
く
の
方
が
集
ま
っ
た
の
は
71

回
卒
業
生
の
中
で
同
窓
会
へ
の
熱
い
想
い
が

あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
私
は
考
え
て
お
り

ま
す
。

例
年
、高
校
卒
業
後
の
最
初
の
同
窓
会
と
い

う
の
は
、成
人
式
の
前
後
に
あ
る
も
の
ら
し

く
、私
た
ち
も
同
様
に
、二
年
前
に
同
窓
会
を

企
画
し
ま
し
た
。し
か
し
そ
れ
は
、寸
前
の
と

こ
ろ
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
や
む

を
得
ず
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。当

時
、私
は
自
分
の
担
任
の
先
生
宛
の
ご
招
待
の

手
紙
を
書
い
て
い
ま
し
た
が
、結
果
的
に
残
念

な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
い
、悲
し
い
気
持
ち
に

な
っ
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、あ
れ
か
ら
二
年
が
経
過
し
、以
前

よ
り
も
コ
ロ
ナ
渦
で
も
出
来
る
こ
と
が
増
え
、

多
く
の
方
が
社
会
人
に
な
る
前
の
、大
人
数
で

集
ま
れ
る
の
は
こ
れ
が
最
後
、と
い
う
タ
イ
ミ

ン
グ
で
同
窓
会
を
行
う
こ
と
が
決
ま
っ
た
の
で

す
。私
に
と
っ
て
そ
れ
は
と
て
も
喜
ば
し
い
こ

と
で
し
た
。

本
同
窓
会
で
は
、皆
が
旧
友
や
恩
師
と
数

年
ぶ
り
の
再
会
を
果
た
し
、各
々
話
が
盛
り
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。マ
ス
ク
を
し
て
い
た
か
ら

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た

友
人
や
か
つ
て
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
は
、誰
が
誰

だ
か
わ
か
ら
な
い
く
ら
い
あ
か
抜
け
て
い
た

り
、華
や
か
に
な
っ
て
い
て
時
の
流
れ
を
実
感

し
ま
し
た
。そ
れ
に
対
し
、恩
師
の
先
生
方
は

変
わ
ら
な
い
姿
で
、お
元
気
な
顔
を
見
せ
て
く

れ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。先
生
と
の
会
話

は
、ど
こ
か
懐
か
し
く
、高
校
時
代
に
時
が

戻
っ
た
よ
う
に
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

先
程
も
述
べ
た
よ
う
に
、通
常
よ
り
も
二
年

遅
い
同
窓
会
で
す
の
で
、多
く
の
方
が
、大
学

四
年
次
の
卒
業
間
近
、と
い
う
状
況
で
し
た
。

会
話
の
話
題
と
し
て
、卒
業
論
文
な
ど
の
研
究

の
話
や
各
々
の
進
路
の
話
が
多
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
な
、と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。私
も
友
人

た
ち
の
今
後
の
進
路
に
つ
い
て
の
話
は
特
に
印

象
に
残
っ
て
い
ま
す
。大
学
院
に
進
学
す
る

人
、企
業
に
就
職
す
る
人
、公
務
員
に
な
る
人
、

皆
が
様
々
で
、各
々
の
道
に
進
ん
で
い
く
こ
と

を
大
い
に
実
感
し
ま
し
た
。皆
に
対
し
て
、自

分
は
資
格
取
得
に
向
け
勉
強
を
し
て
い
る
た

め
、大
学
卒
業
後
の
進
路
が
ま
だ
決
ま
っ
て
い

な
い
状
況
で
し
た
。こ
う
し
た
話
を
聞
く
こ
と

で
、友
人
た
ち
が
自
分
よ
り
も
先
に
社
会
に
出

て
活
躍
す
る
姿
を
思
い
浮
か
べ
る
と
、自
分
も

負
け
て
い
ら
れ
な
い
、と
い
う
よ
う
な
思
い
を

抱
き
、自
分
も
も
っ
と
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
な
と
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、一
度
中
止
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
同
窓
会
を
無
事
に
開
催
で
き
た
こ

と
に
対
し
、本
当
に
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。ま

た
、ご
協
力
し
て
く
れ
た
多
く
の
方
々
に
大
変

感
謝
し
て
い
ま
す
。

次
回
、同
窓
会
を
開
催
す
る
と
き
は
、お
そ

ら
く
も
っ
と
皆
が
皆
別
々
の
道
を
進
ん
で
い
る

と
思
い
ま
す
。会
社
員
と
し
て
活
躍
し
、後
輩

も
出
来
、責
任
の
あ
る
立
場
に
な
っ
て
い
る
人

も
い
る
と
思
い
ま
す
し
、家
庭
を
持
つ
人
も
い

る
こ
と
で
し
ょ
う
。想
像
す
る
だ
け
で
楽
し
く

な
っ
て
き
ま
す
。次
の
同
窓
会
で
は
、皆
が
成

長
し
た
姿
を
見
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

同
窓
会
の
成
功
と
感
謝

　
　
　
　

石
倉 

瑛
斗（
高
71
回
）
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去
る
４
月
８
日
、隔
年
４
月
開
催
の
富
山
小

松
同
窓
会
総
会
が
５
年
ぶ
り（
コ
ロ
ナ
に
よ
る

３
年
延
期
を
含
む
）に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。会

場
は
近
年
美
し
く
整
備
が
進
ん
だ
富
山
駅
北

口
側
の
富
岩
運
河
環
水
公
園（
カ
ナ
ル
パ
ー

ク
）一
角
の「
と
や
ま
自
遊
館
」に
て
、今
回
は

30
〜
80
代
の
35
名
が
集
い
思
い
出
話
な
ど
に

花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

総
会
で
は
松
田
光
司
会
長（
高
校
33
回
）

が
、平
成
３（
1
9
9
1
）年
の「
富
山
小
松
同

窓
会
」設
立
経
緯
や
富
山
の
春
の
風
物「
チ
ン

ド
ン
ま
つ
り
」時
期
に
あ
わ
せ
隔
年
開
催
し
て

き
た
支
部
活
動
を
紹
介
の
う
え
、コ
ロ
ナ
影
響

も
懸
念
さ
れ
た
が
女
性
３
名
を
含
め
30
名
超

で
久
し
ぶ
り
に
参
集
で
き
た
こ
と
を
喜
ぶ
挨

拶
に
続
き
、来
賓
の
米
口
一
彦
小
松
高
校
校
長

（
高
校
35
回
）か
ら
進
学
や
部
活
動
で
の
活
躍

が
続
く
小
松
高
校
の
現
況
を
交
え
て
の
ご
祝

辞
を
賜
り
、続
い
て
幹
事
か
ら
会
則
制
定
お
よ

び
会
計
等
を
報
告
。

懇
親
会
で
は
、和
田
学
小
松
同
窓
会
長（
高

校
33
回
）か
ら
富
山
で
社
会
人
の
第
一
歩
を
踏

み
出
し
た
思
い
出
の
ご
披
露
と
乾
杯
の
ご
発

声
を
頂
戴
し
、終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、

出
身
中
学
校
や
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
の
思
い
出

話
に
笑
顔
が
絶
え
な
い
ひ
と
時
と
な
り
ま
し

た
。な
ん
と
富
山
小
松
会
で
は
、校
歌
斉
唱
の

際
に
は
毎
回
、小
松
中
学
校
校
歌
と
小
松
高

校
校
歌
を
続
け
て
歌
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
（^ ）^

山
上
孝
司
前
会
長（
高
校
26
回
）の
締
め
の

ご
挨
拶
と
万
歳
三
唱
の
の
ち
、２
年
後
の
春
の

再
会
を
誓
い
、笑
顔
で
散
会
し
ま
し
た
。

第
15
回
富
山
小
松

　
　

同
窓
会
の
報
告

　
　
　
　

幹
事 

北
見 

仁
志 

（
高
42
回
）

小松同窓会 記念館特別展
中山美恵（高校21回卒）抽象絵画展

「無題」　F100号　2022年　自由美術展

休館日に観覧ご希望の場合は、出来るだけ対応させていただきますので、
同窓会事務局（0761-21-6330）までお問合せください。

記
念
館
委
員
会
で
は
、本
年
度
の
小
松
同
窓

会
記
念
館
特
別
展
と
し
て
、「
中
山
美
恵（
高

校
２１
回
卒
）抽
象
絵
画
展
」を
開
催
し
ま
す
。

中
山
氏
は
、金
沢
美
術
工
芸
大
学
を
卒
業
、

自
由
美
術
展
で
佳
作
賞
を
受
賞（
２
回
）、

宮
本
三
郎
記
念
デ
ッ
サ
ン
大
賞
展
に
入
選
、

現
代
美
術
展
で
は
最
高
賞
を
受
賞
さ
れ
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
檜（
東
京
・
京
橋
）・
ふ
く
さ
と
ギ
ャ

ラ
リ
ー（
能
美
市
）な
ど
の
個
展
で
、線
と
色

に
よ
る
抽
象
絵
画
を
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
展
覧
会
は
、記
念
館
特
別
収
蔵
庫
と
４

年
ぶ
り
に
校
舎
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
会
場
と
し
て
、

中
山
氏
の「
や
わ
ら
か
な
線
と
軽
く
明
る
い
色

彩
で
、絵
画
の
空
間
性
を
追
求
し
た
絵
画
作

品
」を
展
観
し
ま
す
。明
る
く
爽
や
か
な
色
と

や
わ
ら
か
な
線
で
描
か
れ
た
作
品
は
、い
つ
も

と
は
異
な
る
校
舎
の
雰
囲
気
を
つ
く
り
だ
し
、

在
校
生
の
新
鮮
な
感
性
に
響
い
て
く
れ
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

同
窓
生
の
皆
様
に
は
、お
誘
い
あ
わ
せ
の
う

え
、是
非
ご
来
校
い
た
だ
き
、記
念
館
特
別
展

「
中
山
美
恵
抽
象
絵
画
展
」を
ご
高
覧
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
ご
案
内
を
申
し
上
げ
ま
す
。

文
責
／
記
念
館
委
員
会
副
委
員
長　

安
田 

淳（
高
３１
回
）

小
松
同
窓
会
記
念
館
特
別
展

中
山
美
恵（
高
２１
回
）

　
　
　
　

抽
象
絵
画
展

■会　　場： 小松高校 記念館特別収蔵庫・校舎ギャラリー
■会　　期： 令和５年10月７日（土） ～ 11月３日（金・祝）
■開館時間： 10：00～15：00
■休 館 日： 土・日・祝日
 ※ 10月７日（土）・11月３日（金・祝） 開館　
■オープニングセレモニー
 10月７日（土） 11：00～ 記念館前



令和４年度 全国大会出場・世界大会出場

（７）　第65号 令和５年７月６日小松同窓会会報

 ① 校是である「文武両道」を実現し、学校生活全般にわたり他の模範となった生徒
 ② 部や生徒会の発展に顕著な成果を挙げ、学校の活性化に多大な貢献をした生徒
 ③ ボランティアなど社会活動で顕著な活動実績を残した生徒
 ④ その他、特筆すべき成果を挙げ、表彰に値すると認められる生徒

表彰者（４名）
 ●37H  南  鈴音（みなみ りんね） ①+②　　●38H  入山  竣登（いりやま しゅんと） ①+④
 ●38H  岸  千尋（きし ちひろ） ①+②　　●38H  宮野  真都（みやの まなと） ①+④

対　　象 ● 20歳代同窓会会員
金　　額 ● １回２万円
支援回数 ● ２回上限
報　　告 ● 支援制度報告書にて
   写真・内容報告いただき
   天守台編集委員会に報告

小松同窓会青雲賞

日　　　時 ● 令和5年３月1日（水）　9:00～9:20
出　　　席 ● 和田 学会長、山本義之副会長、木村 勉副会長  
青雲賞受賞者 ● 南 鈴音37H、入山竣登38H、岸 千尋38H、宮野真都38H
75回常任理事 ● 田尻結子34H、北野藍花35H
卒業式に先立ち、卒業生312名の小松同窓会入会式が行われ、
山本義之副会長が登壇し、75回常任理事委嘱状授与、
「小松同窓会青雲賞」表彰状、記念品を贈呈しました。

2年生4名（南出明洋さん、清野大地さん、布川莉久さん、前野 稜さん）が3月14日～20日（月）の日程でオランダに派遣されました。

3月14日（火）
小松空港より出発。
日本数学A-lympiadで最優秀賞を受賞した開智日
本橋学園高校(東京都)のメンバーと合流しました。

3月15日（水）
経由地ヘルシンキ国際空港を経て、好天に恵ま
れ、ユトレヒト大学本部や歴史的な街並みを観光。
たくさん歩き、時差ぼけもだいぶ解消できました。

3月16日（木）
国立美術館を見学したのち、バスで会場のWestCordに到
着。近くのスーパーで買い出ししたのち、一軒家のバンガロー
で宿泊です。そして、いよいよ翌日からコンテスト本番です。

3月17日（金）・18日（土） コンテスト当日
小松高校は詰襟の制
服で登場し、参加者の
注目を集めました。コ
ンテストでは、新しい
ゲームの開発者2名を
会場に招き、そのゲー
ムに関する数学の問題
に取り組みます。その
後交流会が開かれ、他
国の参加者と歓談を楽
しみました。最終課題
は、このゲームに自分
なりの改良を提案する
という内容です。

SSH 企画推進室

3月19日（日）・20日（月）
スキポール国際空港・ヘルシンキ国際空港を
経て、 羽田空港より入国、ここで開智日本橋高
校メンバーとは解散しました。17:00頃の便で
小松空港に無事到着。世界の舞台を経験した
メンバーたちは 凛 し々く頼もしい表情で帰国
しました。

2022年
第５回日本数学
A-Lympiad

2022年
学第５回日本数学第５回日本数学

A-Lyympiap d
小松高校
優秀賞

2023年
国際大会

Math A-Lympiad

2023年
国際大会

Math A-LympiadMath A-LympiadMath A-Lympiad

小松高校
７位

令和４（2022）年11月13日（日）に開催した、「第５回日本数学A-Lympiad」【数学を柔軟に活用しつつ社会課題を探求し「未来知」を拓く若者を讃える】をテーマ
とした大会に小松高校のチームが参加し、全国20都道府県33校から84チーム313名が参加の中、みごと全国２位（優秀賞）となりました。世界とつながり、より
よい社会を築くため、世界的課題の解決に「数学」の力で挑戦するコンテストです。小松高校の４名は、日本代表として2023年3月にオランダで開催された世界
大会「Math A-Lympiad」に招待されました。世界大会の結果は７位、素晴らしい結果となりました。受賞された４名の皆様おめでとうございます。



令和５年７月６日 第 65号　（８）小松同窓会会報

２
０
２
２（
令
和
４
）年
度
の
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
で
は
、思
考
力
を
問
う
問

題
が
重
視
さ
れ
、
平
均
点
が
大
幅
に
下
降
し
ま
し
た
。２
０
２
３（
令
和
５
）年
度

で
は
、
特
に
平
均
点
が
大
き
く
下
降
し
た
数
学
で
回
復
が
見
ら
れ
、
７
科
目
型
の

平
均
点（
９
０
０
点
満
点
）は
、
文
系
・
理
系
と
も
に
大
き
く
上
昇
し
ま
し
た
。と

は
い
え
、
全
体
と
し
て
内
容
が
易
化
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
過
去
最
低
点
の
科
目

も
出
て
い
ま
す
。思
考
力
重
視
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
引
き
続
き
継
続
さ
れ
て
お
り
、知

識
の
量
で
は
な
く
、知
識
の
活
用
力
や
応
用
力
を
問
う
問
題
が
多
く
出
題
さ
れ
て

い
ま
す
。ほ
と
ん
ど
の
教
科
で
読
み
解
く
べ
き
文
章
や
資
料
の
分
量
が
増
加
し
、短

時
間
で
多
く
の
資
料
か
ら
適
切
に
情
報
を
読
み
取
り
、
考
察
す
る
力
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
２
０
２
４（
令
和
６
）年
度
の
新
課
程
に
お
い
て
は
、
情
報

も
加
わ
り
８
科
目
と
な
り
ま
す
。こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、早
い
時
期
か
ら

計
画
的
に
学
習
を
進
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
平
均
点
上
昇
に
伴
い
、
個
別
試
験
に
対
し
、
強
気
の

出
願
が
見
ら
れ
ま
し
た
。本
校
に
お
い
て
も
同
様
で
、結
果
、国
公
立
大
学
は
現
役

と
浪
人
を
合
わ
せ
て
２
４
３
名
合
格
、
現
役
で
は
４
年
ぶ
り
に
２
０
０
人
を
超
え

る
合
格
者
数
と
な
り
ま
し
た
。国
公
立
大
学
合
格
者
の
中
に
は
後
期
試
験
合
格

の
41
名
が
含
ま
れ
て
お
り
、
最
後
の
最
後
ま
で
努
力
し
続
け
た
生
徒
で
あ
り
、
そ

の
結
果
栄
冠
を
勝
ち
取
っ
た
生
徒
も
数
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。難
関
10
大
学

は
東
京
大
学
５
名
、
京
都
大
学
４
名
、
東
京
工
業
大
学
４
名
、一
橋
大
学
２
名
を

含
む
５６
名
が
合
格
し
ま
し
た
。私
立
大
学
は
、
慶
応
義
塾
大
学
８
名
、
早
稲
田
大

学
４
名
、東
京
理
科
大
学
５
名
な
ど
、延
べ
６
３
９
名
が
合
格
し
、８２
名
が
進
学
し

ま
し
た
。現
２
年
生
・
３
年
生
の
進
路
希
望
調
査
で
も
難
関
大
学
を
目
指
す
生

徒
が
多
く
い
ま
す
。「
現
役
で
最
高
の
志
望
実
現
率
」
を
図
る
の
は
勿
論
で
す
が
、

第
一
志
望
を
貫
く
強
靱
な
精
神
力
を
備
え
た
生
徒
の
育
成
に
も
努
め
て
い
き
ま
す
。

本
校
の
学
習
･
進
路
指
導
の
方
針
は
「
自
ら
考
え
求
め
る
学
習
」
と
「
自
ら
切

り
拓
く
進
路
」を
柱
に
、次
の
大
学
や
社
会
に
お
い
て
も
学
び
続
け
、更
な
る
飛
躍

を
成
し
遂
げ
る
人
間
力
を
育
成
す
る
も
の
で
す
。何
よ
り
も
、「
自
身
で
進
路
を
決

定
す
る
力
」
を
つ
け
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。自
分
の
進
路
を
考
え
る
た
め
の

キ
ャ
リ
ア
行
事
と
し
て
、
今
年
度
も
、
卒
業
生
を
招
い
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
、
各
種
進
路
講
演
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
と
な
っ
て

い
た
大
学
見
学
会
も
実
施
予
定
で
す
。

今
後
も
全
教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
全
力
で
生
徒
の
進
路
実
現
を
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

「
昨
年
度
の
入
試
の
振
り
返
り
」と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
本
校
の
進
路
指
導
方
針
」

参　
　

与 

前
口
百
合
子 （
高
12
回
）

委
員
長 

東　

 

次
郎 （
高
22
回
）

副
委
員
長 

山
口 

和
博 （
高
34
回
）

委　
　

員 

野
田 

洋
子 （
高
12
回
）

 

前
田 

弥
生 （
高
26
回
）

 

宮
浦 

誠
治 （
高
33
回
）

 

細
川 

千
鶴 （
高
35
回
）

学
校
職
員 

沖
野 

信
一 （
教　
頭
）

 

松
田 

知
隆 （
高
30
回
）

「
天
守
台
」編
集
委
員
会

最近３か年の大学合格者数　　（浪人生を含む）
大学名 Ｒ５ Ｒ４ Ｒ３ 大学名 Ｒ５ Ｒ４ Ｒ３ 大学名 Ｒ５ Ｒ４ Ｒ３

11
9
5
4
2
7
4
5
5
4
56
6
4
4
0
0

12
8
3
1
2
8
1
11
6
4
56
5
0
3
0
0

8
6
3
3
0
4
3
14
5
3
49
7
5
3
1
0

北海道大学
東北大学
東京大学
東京工業大学
一橋大学
名古屋大学
京都大学
大阪大学
神戸大学
九州大学
10大学合計
国立大学医学科
筑波大学
千葉大学
東京外国語大学
お茶の水女子大学

1
5
14
61
14
3
3
4
6
1
3
7
2
55

243

0
3
23
56
4
3
0
2
3
2
1
3
1
49 

209

1
11
26
54
8
3
0
3
1
1
3
1
4
56

230

横浜国立大学
新潟大学
富山大学
金沢大学
福井大学
信州大学
静岡大学
名古屋工業大学
奈良女子大学
岡山大学
広島大学
大阪公立大学
石川県立大学
その他国公立大学

国公立大学合計

4
8
5
5
5
10
5
2
4
34
87
25
12
433

639

4
7
4
5
4
13
14
3
2
23
71
21
10
360

541

4
4
2
5
5
9
7
5
4
43
56
24
19
422

609

青山学院大学
慶応義塾大学
上智大学
中央大学
東京理科大学
法政大学
明治大学
立教大学
早稲田大学
同志社大学
立命館大学
関西大学
関西学院大学
その他私立大学

私立大学合計

編集室だより

［ 同窓会本部 ］ T E L：0761-21-6330　
 メール：komatsudousoukai@gmail.com

天守台65号は米口校長(高校35回)新任挨拶、西田さん(高校10回)、角さん(高校
31回)の母校への想いをご寄稿頂きました。
またコロナ禍も落ち着き開催された、新年会、富山支部、若き高校71回の同窓会、
令和5年行事等を掲載致しました。
なお天守台委員会では新たに前田さん(高校26回)が加わり、一層内容ある同窓会
誌作りに励んでまいります。今後とも「天守台」へのご寄稿またご支
援ご鞭撻の程宜しくお願い申し上げます。(東)


